
 

 

 

ボーリングで確認した玉石は３倍径とは限らない 
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■ ボーリング確認径は、ほぼ短径です。 
一般的にその、３倍程度が、その石の長径といわれています。 

ここで、Krumbein(1955) の球形度(1) 式と、河川礫の平均球形度が 80%の頻度で R=0.3

～0.6 にあるとした中山(1965)の研究成果から推定できます。球形度の式で中間径 b が短径

ｃの 1.5～2.0、R=0.45 とした場合、a/c=3 前後が目安になります。この場合、最大値ではな

く平均的に3 倍という意味になります。 

球形度 R=(bc/a2)^0.5      (1)  

a：長径 b：中間径 c：短径 

b=1.5～2.0c の時R=(1.2～1.4)c/a  

長径/短径比=a/c=(1.2～1.4)/R=(1.2～1.4)/(0.3～0.6)=2.0～4.7  

R=0.45 の場合、a/c=2.6～3.1≒3  ● 砂岩・礫岩でわかったこと 

塊状岩盤である砂岩、礫岩などが多く分布する富士

川で調査した結果、この長径/短径比は左図に示す通

り、径が小さいほどバラつきが大きく、その最大を

考えると短径200cm 以下では3 倍以上、200cm 以上

では 3 倍以下となりました。一般的な想定方法であ

る 3 倍では、径の小さいものは､過小評価、

径の大きいものでは過大評価になることがわ

かりました。 
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長径 a  ：a=3c 

ボーリング 

掘進方向 

短径 c 

 玉石 

安全側では、下式で推定することが、妥当と判断されます。

 

a/c=1/(0.0008c+0.163)      (2)  
 

a=c/(0.0008c+0.163)        (3)  
 

ただし、a：cm c：cm 

 

 


